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道徳科の授業における対話活動に対する補助教材の提案

○中田順子（東京女学館小学校） 梶井芳明（東京学芸大学）

キーワード：対話活動，聞くこと，補助教材

問 題

小学校では 2018 年度から，これまでの「道徳

の時間」が「特別の教科 道徳」として教科化され

実施されている。教科化の背景として，中央教育

審議会答申（2016）は，従来の道徳教育が，読み

物の登場人物の心情の読み取りのみに偏った指導

が行われていたことを課題とし，「考え議論する道

徳」へ転換する必要性を指摘している。

道徳の教科化に伴い，文部科学省の検定を経た

教科書の使用が義務付けられると共に，文部科学

省（2014）は，「授業の展開に中心的に位置付ける

教材だけでなく補助的な教材を組み合わせ」るこ

とを明記し，教科書に合わせて，創意工夫を凝ら

した補助教材を用いることが有効であると示して

いる。さらに，考え議論する道徳が求められる中，

具体的にどのような補助教材を用いて対話が実践

されるべきか，対話活動において重要な聞く力を

どのように支えるべきか，対話が実際に児童の道

徳的価値観の変化に影響を与えるのかについては，

実践研究を通した検証が急務である。例えば，高

橋（1998）が，対話学習において，まず聞く力を

育てないことには，よい討論はできないことを指

摘していることからも，今後，「聞くこと」に重点

を置いた対話指導のさらなる工夫と，それについ

ての実践研究を通した検証が必要であると言える。

以上のことから，本研究の目的は，対話活動に

対する不安や困難を改善したり，児童の対話にお

ける聞き方を支援したりする補助教材を提案，作

成することである。

目 的

道徳科の授業において対話活動を円滑に進める

ための補助教材を提案，作成する。

方 法

普段の道徳の授業における対話の実態を把握す

るため，授業観察と教師への質問を行った。さら

に，それらの結果を基に，児童の対話に対する不

安や困難を改善したり，対話における聞き方を支

援したりするための補助教材を提案，作成した。

対象 都内公立小学校第６学年に在籍する児童

名および担任教師を対象にした。

授業観察 研究対象となる学級の道徳科の授業を

観察し，普段の授業の様子や対話の実態把握を行

った。

教師への質問 教師に，道徳科の授業における対

話の実態や課題，児童の対話から期待すること等

について質問を行った。

補助教材 授業観察および教師への質問で得られ

た児童の対話の実態を基に，対話活動への不安や

困難を支援する補助教材と，対話活動での話の聞

き方を支援する補助教材を提案，作成した。

結果と考察

授業観察および教師への質問から，対象学級の

実態として，一部の児童において，対話のテーマ

を捉えることや対話活動での聞き方に課題が見ら

れること，対話活動の際に児童の取り組み方や意

欲にばらつきがあったことから，学級内で対話に

対する有用感や不安・困難に差が見られることが

確認された。

さらに，教師は児童らに，対話を通して自分に

ない考え方を知り，道徳的価値観を深めてほしい

と期待していることも明らかに

なった。

以上の児童の実態と教師の指

導観を踏まえて，対話のテーマ

を捉えやすくするといった，対

話活動への不安や困難を支援す

る補助教材（ １）と，話

の聞き方について授業し掲示す

るといった，対話活動での聞き

方を支援する補助教材（

２）を，提案，作成した。

１ 対話活動への不安や困難を支援する補助教材

２ 対話活動での聞き方を支援する補助教材
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心理系科目におけるアクティブ・ラーニング（ ）の実践
―異文化トレーニング手法を用いた試み―

中川典子（流通科学大学）

キーワード：アクティブ・ラーニング（ ），カルチュラル・アシミレーター（ ），

ジェネリックスキル（汎用的技能）

問題と目的

今日の大学教育では一部の研究大学を除き，知識

基盤社会をたくましく生き抜くためのジェネリック

スキル（汎用的技能）の習得に焦点が移り，広義の

キャリア教育が求められるようになった。 型授業

における学習パラダイムは認知プロセスの外化をと

もなう能動的な学習であり，「学習は学生中心」「学

習は生み出すこと」「知識は構成され，創造され，

獲得されるもの」といった特徴を持つ。異文化コミ

ュニケーション能力を醸成することを目的と

する異文化コミュニケーショントレーニング

は，その主体がトレーニングの実施者にあるの

ではなく，あくまで参加者の主体的な学習活動

にあることから，アクティブ・ラーニングの一つ

と見なすことができる。本稿では，異文化コミュニ

ケーション能力を醸成することを目的とした異文化

トレーニングの手法を用いて筆者が実践した授業活

動を報告するとともに，その活動が受講生に与えた

教育的効果について検討する。

方 法

調査対象者

調査対象者は，関西圏にある 大学外国語学部で

年度から 年度の後期に筆者が担当した「文

化史 コミュニケーション心理学（副題） 」を受

講した の専攻語学科に所属する 名の学生であ

る。

調査手続きと分析法

（ ）受講生は隔週で授業の約 分間を使い，前

週に出されたカルチュラル・アシミレーター（ ）

の課題についてグループ・ディスカッションを行っ

た。（ ）受講生は定期レポート試験の課題の一つと

して，各自の専攻語文化圏に関する対人コミュニケ

ーション上の問題を扱った独自の を作成した。同

時に， 作成に際して感じたこと，および，授業中

のグループ・ディスカッションで得た学びについて

執筆するよう求められた。執筆内容は 法により分

析を行った。

結果と考察

の設定舞台に関して，日本の設定は 件，

海外の設定は 件であった。想定した設定場面とし

て「学校」関連が最多であり，作成の際に着目した

の概念は「文化的価値観」が最多であった。

は「 作成に関する考察と感想」における結果で

ある。ここでは，「専攻語文化圏に関する学びの機会」，

「感情的フィードバック」，「異文化間コミュニケー

ションの実践」に関する回答が顕著に見られた。

は「グループ・ディスカッションによる学

び」における結果である。「異文化理解への思い」，

「多様性に対する気づき」，「自文化と自己への振り

返り」に関する回答が顕著に見られた。

作成に関する考察と感想

（ 件）

グループ・ディスカッションによる

学び（ 件）

今回の実践は四半世紀以上前にチッカリングとガ

ムソン（ ）が提唱した「優れた授業実践のため

の７つの原理」であるところの①「教員と学生のコ

ンタクト」②「学生間の協働」③「能動的な学習」

④「迅速なフィードバック」⑤「学習時間の確保」

⑥「学生への期待」⑦「多様な才能と学習方法の尊

重」に基づいていた。デューイが提唱した「問題解

決のための つの思考方法（①問題の定義，②問題

の分析，③問題解決策の提案，④有効な解決策の選

択，⑤有効な解決策の実行）」は異文化間の問題解決

にも応用可能であり，授業における 活用の際に共

有できる考え方である。分析の結果得た のカテゴ

リーと の下位概念には，自分自身や， の登場

人物，そして，クラスメートに対する様々な気づき

や感情（驚き，関心，興味）が受講生にもたらされ

たことが示唆されており，今回の授業実践が認知的

側面に限らず，情動的側面においても少なからぬ教

育的効果をもたらしたことが明らかになった。
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